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ディスプレイ用材の需要と生産に関する研究

一京都・大阪を事例としてー

坂野上 なお・岩井官制

Consumption and Production Systems of Lumber Used for 

Temporary Structure 

同Acase study in Kyoto and Osaka districtω 

Nao SAKANOUE and Yosiya IWAI 
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ディスプレイ展示や大道具などの仮設的な建造物の製作に用いられる「ディスプレイ!日材Jは、
寸法体系が特殊で…般の…等材より上質な製品であり，少最良IJ*lhjが袈求される。したがって京都

では， rドHl(丸11に近い京都市の小売製材業がこれらの生産にあたり，底抜ディスプレイ業に棋給す
る形態が主流である。これに対して大阪では，問と材木小売業を続出して北隙やIml主!など遠隔
地の大型製材産地の製品が供給されている。流通段暗において迎切な殺の在Jnf.と選別が行われ，
たとえ製材践:lfuが逮I1陰地であってもディスプレイ設の少畳間納の袈>Jとに対応、で、きる仕組みが形成

されているのである。ディスプレイJf)材の穏婆の特質が，生藤および流通コストを上界各せるた

め，その価格は…般建築)F)材と比較して 2割以上高い水準になっている。

i はじめに

本研究マ取り上げる「ディスプレイJIl;HJとは， r仮設11甘な展示物・施設の設営および、装飾j
または rl決jj国'TVのlJi!i);i;-{:ツトや舞台袋抱(いわゆる大道具)の製作Jに使われるオサオを指す。
前者にかかわる梁聴は町本開機政数分額において-1j-ービス梁の・っとして+剖[すけされている「少、イ

スプレイ業Jである。また後者にかかわる業棋を，ここでは「大道具梁jと11乎ぶことにする。 i荷
数税は仮設的な建造物の製作という点で共通点を持ら，製作や技術体系は極めて近い。 Jfi能人

や技術の交流が自然に行われた結染，間業穂~兼ねる企業も現れた。本研究では，ディスプレイ

殺と大道具業で使Jfjされる木材のうち仮設的な用途に用いられる木材を fディスプレイJlj;j寸!と
11手ぶことにする。

ディスプレイ月j材の需饗法は，建築刑;j~と比較すれば微々たるものと推測される。しかし，都

市部に特般的な常要であることから，都市近郊の森林資源にとって有効な木材需要のひとつであ

る可能性がある。

本研究では，建築用材と比較して様々な点で異なる瀦袈構造を持ったディスプレイJljJ.オが，如

何なる生政・流通の仕組みによって供給されているかを明らかにする。なお，本初i究は1992年か
ら'93年にかけて京都市と大阪市のディスプレイ業およびその関連業 5社と木材業 7千J:に対して
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行った面接聞き取り調査と収集した資料の分析結果である。

2 ディスプレイ業およびその関連業種

1 )ディスプレイ

ディスプレイというと，ショーウインドーの飾り付けのイメージが先行しがちである。しかし，

実際にはディスブレイ業の業務領域は秘めて広い。ディスプレイにはi滋業施設の:íÍ~剥・設計など

一般の建設業と競合する分野から，各職見本市ベ?腿京会においてfiEaTIにi主jする情報を1'19維に訴え
かけるための空間構成や装置のデザインなど独告のノウハウ1i:必袈とする分野までを合み，さら

に博物館，美術自立，祭り，博覧会，遊間地などにおいて，現代社会が要三jとするあらゆる根強のWf
卒1*を人の五!惑に訴えて伝えようとする技術である。建築業とはその出自を異にしており，奇抜な

空UI1デザインを工夫し新材の利閣にも和極的な，時代の先端iを行く '1警報発信殺であるといえ

るO なお，ディスプレイのすべてが仮設物と l判決らないが，本研究では情刑期間が鍛期間の展示，

すなわち見本市や提示会などに使丹jされる木材に限って取り扱うことにする。

ディスプレイ業の絞史について述べると，その前身は戦前に京都で、興った「貨物(かしもの)

業jである。呉IJ[Aなどの繊維・衣料関係の産業が多い京都で， f夜ÎI誌の I~~i列や民訴のための会場づ

くりを専門に手がける設秘が焚物梁であった。貸物業をさらに溜ると，者告iIiの百貨mが抱えてい
た農水装飾専門の職人集矧にそのルーツが求められる O 貸物という説からもわかるように，これ

は挺示会場の装飾に必袈なあらゆる道具を用窓する業穂であった。陳列などの製作・設営のほ

か，そのj二に掛ける屯せん，民 11設を掛ける衣桁なとマのノj、物~if! まで取り揃えるのである。

貸物業がj託業イとするのはlHIU:去のことで，京都の貨物業のなかには，東京への進出をきっかけに

ディスプレイ梁へと発展して成長する企業が現れた。現夜京都には，東京その他企図の主袈都市

l頚に支li雪網を広げ，東南アジアや米閣にも進出する，其業界を代表する食業が複数ある。
会図的にみると，大阪万博開1mをにらんで'70ir~ にディスプレイ殺の全悶組織「日本ディスプ

レイ業閲体述合会jが結成された。間連合会は，それまで余り認知されていなかったディスプレ

イ技術そ「主題合設Ifllに演出する伝迷技術であるjと位陵づけ，業界全体の飛踏を自指した O そ

の後十余年を経た'例年，行政管JlllJi"(現総務庁)の「狂本様準産業分類jにおいて，ディスブレ
イ業は初めてサーピス設のひとつとして格付けを受け，

(社)日本ディスプレイ業間体連合会が

として認知されるに3さった 1)。

'89年に会鼠を対象に実態翻査を行っている。

この前査は同連合会を構成する747事業 j~T の

うち支A5・営業所を除く 714企業宛に

を郵送して行われ，イ子効阪!科事は64.7%であっ

た。表1に掲げたように，有効1m容のあっ

た企業・の:if~I渇光上高の合計は 5，300億円余

であり，…企業~たりの年間売上げは lH夜

間余り，…食業当たりの従業者数は36.3A，

徒染者一人あたりの年間売上げは約3，200万

円である 2)。また，従業者数;J;Ji棋別企業数を
みると，表2にJ掲げたように10-29人の夜
分が約46%とi誌も多いものの， 1 -~ 4人と

ごく少人数から 300人以上の企業まで存住

表 i ディスヅレイ業界の従業者数およびう2乙l:.í\~J

会食業数 (社) 462 
合従梁了針数 (人) 16，780 

il~ IIiJ光上向 (依jlJ) 5，376 

…4長主立たあたり

従染者数 (人) 3G.3 

…JE:ずおあたり

年IIIJ光上高 付制lJ) l1.61 

従業*i-数一人あたり

0.32 

資料 B本ディスプレイ業13:/体迷合会fJI，J1tによる灯。
注) '891j"10月現在の数字である。
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表 2従業'{ii"数規模日IJディスプレイ食梁数
tHil:;社，%

1 ~"4 30 6.5 
5~臼 93 20.1 

1O~29 211 45.7 

30~49 56 12.1 

50-臼9 41 8.9 

100'-299 25 5.4 

300以上 6 1.3 

462 100 

資料・汀本ディスプレイ栄
間体巡合会認可ftによる 2)

y:E) '8911' I 0丹羽私の数字である

する。ディス・プレイ業の食業規織の範1mがこのように広いの
は，広範な領域に波って総合的に手がける:it裁から，ごく狭

い領域会専門的に手がけ-る企業まで様々なタイプの:it設が存

在するためである:;)。すなわら，ディスプレイに関する制査・

iな耐・設計・淡wから施工監現まで拐当する大手金業:のほか
に，肴板，マネキンなどの紫綬の製作を主としたり，大工工

などの施工をとする中小の企業も存夜するの

大手会設は施工部門を持たずに工事を外j主し，中小企業が'炎

i療の施工に当たることも多い。 中小金裁は，このほか比較的

小規模な物f1[二校担当するなどして大企業と能み分けていると

みられる。

前述の捌遊説iよ誌は，あくまでも河連合会の会民のうち 6割

余の企業の臨終によるものである。|司述合会では，わが閣の

年間のディスプレイ諮裂は1982年の時点で、ずで、に i兆円を趨

えたとしており， '90年代には年Ilrj2兆円もの市場規模に速し

ているとf(iiiJlljしている 1)。

'93iド3月現在，日本ディスプレイ業間体連合会は35の地方間体を正会員とし，構成社数は 954

社である。京都・大阪については，同連合会の正会員である京都ディスプレイ協会所騰は13社，

大阪デ、イスプレイ協同組合所胤は145行:であるO

2 )大道具業

大道具設は，初期にはディスヅレイ業とは別系統の発践を見せたと忠われる。大道具の!後史は

歌舞伎に始まり，道具方(どうぐかた)とi呼ばれる大遊具製作専門の職人が生まれた。その後，

様々な舞台芸術・映像芸術・広告の技術の発展とともに淡劇やTV.I決闘・ C却など，大道具の

使われる範開も誌がり，大道具製作専門の企業が現れた。さらにショーやイベントの袋飾など，

前述のディスプレイ業と業務領域の設なる部分も増えてきた。したがって?現在では大道具の製

作と…般のディスプレイとを兼ねている企業も多い。

大道兵はディスプレイの一様域であるともいえる。ただし践梁としてみると，大道具という装

践の製作に特化しており金問iやデ4f'インに関わることは少ない。番組や興行のiliIJ作;担当似lに
術家や袋置家と呼ばれるデザインの専門家がおり，彼らの指定とi週間の指示に従ってセットを造

り，設蹴・操作するのが大道具梁の役割である。したがって，ディスプレイ業でいうと，災際の

施工を担当する11叶、j回線の企業に近い性桜を持っている O

現布，関関における大道具業のiヨj体として!認調舞台TV大道具協会があり，京都・大阪・干Ijl戸
の24干上が力111捜している O

3 )調査対象企業の概要

前述したように，ディスプレイ業と大道具業とでは，その技術体系が秘めて近い。 以下，とく

にことわりのない限り開業種を併せて「ディスプレイ業Jと呼ぶことにする。開き取り捌指を
紬したディスプレイ業5社の概要を表3に掲げた。 Da杜はli!.¥tl1irからの業躍を持つ食業で， 機外
にも支出を持つ大手ディスプレイ業の代表である。 13貸出内のj苫錦の内狭から，平手穂見本市，博
物館， IHJおこしイベントや商業祭りのパレードの企画・デザイン.i貸出・施工獄2埋までその業務

は幅広い。 Dbt1は， 1決側ii'位指会社の大道具部[lうから独 L，1段影用大道具のほか燦外民訴施設
のデザインにも独自のノウハウを持っている。 Dc社はij没後の創業の中堅企業であり， 呉1lI~の展

示会やブライダlレシ羽ーなどiお梁イベントが中心、である o D d1'iは議Ij;l;~および Tv4設影用の大道
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木材仕入れ先
OYr拍:地・数)

ノj、j光製材業

翻是正対象ディスプレイ企業の概l}M

使用木材の
樹綴

欧州アカマツ

スギ

ツプf

表 3

fドHll光J二げ
会務i

小売製材業

i 

スギ

1':i1:'i'mr);J尚業施設
ショールーム パレード

イベント

f~~i出i' TV' CM 
挽f:'6J1iセット
ベント

おもな梁務品
出税引列食業

381fJIIJ ruv 
淑

G
4
1
、
島
仁
川
川

。乱

18もなI'J京都itfDb 

小光製材梁

i 

米材イベン卜ンヨー31.むIIJず

a
hrl 
υhμ
白

夕
食
了、
'
J
 

一
}

Dc 

木材ノj、光栄

2 

小先製材業

(京都1)

木材小光梁

'T 
i決阪j自殺板4俄IIJ大阪Tli

l数;州アカマツ
米ツヌj

セット1、

民示会

必iコJI下ditjけ
不明大阪Hi

Dd 

Dc 

デ刊+;開きJfJ1.11総資より{乍成。

:~fl ちの材料は拘 Ilf'j f}! 1史的色出令使勺てドおい

J誌のほかに I~~削用の肴板，一般の浪示(見本市など)

も若子手がける。 D巴社も， TV 撮影mの大道具a と
一般の展示の双方を手がける O

使用される木材については 3節で，木材の仕入れ

先については 4節で詳しく述べることにする。

大切なベスヤ止の~Jの{在縫

/¥;¥¥4  
t 一一--一帯r一一--可軒~-

i i i 
~I ;!: 

lLι 
ベニヤ止めUlt揺nら仰の巾心IC問、1加!剖尚が議お

関 l 木製パネル
住)大i泣J之テキスト 1(大巡兵の心得)
より日Ifねした 6)。

1 )ディスプレイ )tJ~オの用途

ディスプレイ製品や大道具は完成品の正問あるい

は側部しか人の自に触れないことが多く，…定期間j

のみの{史郎に耐えられればよいのマ強度もさほど必

嬰ないらしたがってその製作技術は，大工J[I裁とも家

具織とも異質の独自の体系から成る 5)。木材のm途
としては，木製パネルの組み立ておよび、補強，述結

に領府される部分がもっとも多い。しかも，おもに

f史mされる材は，的行員1が30m昨日yブJ前後のいわゆる小
割材である O 閲1に大道具の製作に舘われるパネル

の組み;立て方法の代表的な仰を示した。 狭義のディ

スプレイにおいても，ほほ同様の方法でパネルは製

作される。小刻材を組み合わせて裂から補強し，

ディスプレイ用材の需裂の特質3 
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表 4 Daがおもに使用する木材
単位;副部

21X27X4000 .1'.11、

20X33X4000 ……ふpげtぇ

小'，1;11 15X21X4000 I秋川アカマツ Jソj、

15X 15X4000 )-.11、

33X33X4000 

{反 14X150>く4000 ス

90X90X4000 

ギ一等

資料;IlHき淑り総資より作成。

苦I~ 5 Dbがおもにf史fflする木材
単位 mm

24X36X4000 

ノj、i1fIJ 24 X 36 X 3000 スギ 一等
7，5 X36 X2000 

12X75X4000 

12X90X4000 

4反 12X105X4000 スギ
12 X 120X4000 

12X 150x4000 

柱 105X 120X4000 スギ 一等

105 X 105 X 4000 

資料;11刊さI奴りf¥JI.J1Eより作!求。

lニ合板などをJ1IIjる。様々なサイズのパネルを連結

し組.み合わせることによって， J.提示j刊の合，装飾，

ゲート， 111~影m セットカ司令られる。組み立てはもっ

ぱら釘打ちのみで行われ，パネルの表耐に美術紙

やクロスを貼って化粧とする。したがって，木材

の材踊そのものが表に出ることはほとんどない。

ディスプレイ}!]I誌や大道具は，特定のイベント，

興行，番組に合わせてその者/Ij支製作され， JUJ問が

終了するとW{イ*される。パネル;/犬で，あるいは完
全に解体してから保管して何度か悦い隠しをする

こともある。

ディスプレイ用小者IJ材は，一1;'1也材であると何時

に構造材でもある。これが，その需要の特質に大

きな;;与響を与えている O

2 )寸法

4， 5， 6に，それぞれDa'Db . De各会業で

もっともよく捜刑される木材のす11;. i封干唾・等級を
掲げた。ディスプレイ用材は，形状別に小宮ti，i'主，似
の3宇部誤に分けることができる。小説はパネルの構

j宣材，補強材，連結材として使い， ttは大型のノfネル
の締法材や述紡材として，板はi陳列台のこぼれ止め

や補強材として使われる。 -fj交にIJ、割の使用比叡が

もっとも多く， 8 ~ 9割にものぼる。

さは 4mが器本であり，小刻材・が縦横のi主7JIJな

く構造材として使われる。また，小割材の寸法規格

の体系は磁築材とは奥なっており，建築j自には使わ

れない寸法もある。たとえば，表 4にある 15mmX 15 

mmから21mmX27mmまでの細い材は，一般建築月jには

出/mっていない寸法である。また京都と大阪， 1II!J々の食業ごとに寸法体系が興なる。こうしたおl

述は，各企業の技術体系がそれぞれどのような系統の流れを汲んでいるか，によって生じてくる。

たとえば京都なら，者舗の D 百紫の系統のディスプレイ業は，ほほ問機の寸法規絡の体系に1t~っ

ている。大i限なら，歌舞伎の道具ブJのi泡れをと汲む企業が{史う寸法が主流である。しかし*Jf興の食
業は，これらとは奥なる体系を採月付司ることもある O 伝統的な寸法-とほぼ同じ強度を持つとみな

し，ぞれよりやや出UIい材を使うことがあるからである。

このように，木材の寸法ー規格の体系は企業ごとに黙なるが，寸法の禄鎖そのものはそれほど多

いわけではない。小割・桜・牲を合わせて，よく使われるものは20~30穣鎖にほぼがとまっている。

建築用と比較すると検制は少ないといえよう。

3 )等級

等級は…等がベ 1心で，特選…等と呼ばれる~角の製品が部われる ο しかし，…般建築材の

材よりも節が小さく，反りやI/IJがりが少なくて羽の細かい f選別ものjであり，高い寸法精度も
張求される。ディスプレイ汗j;f~・と同様の寸法規絡の製品が建築用に住われるとすれば撲の内部に

隠れる部分の下地材となり，建築ml;'Jil!iオは節が大きくても多少の!納がりや反りがあっても隠れ



しかしスギ製品の常繋が全くなくなったわけで

はない。スギはi数;ナ1'1アカマツより強度が潟く:tftれが少ないと考えられており，依然スギに対する

評価l立高い。ただし欧州、|アカマツより 1~- 2割制絡がいため，スギ製品を使うことにそれだけ

のメリットを見いだしている…部のディスプレイ業が悦うのみである。表5に掲げたDb:t:l:がス

ギを使う理由は， IfiJ社がti1J'外で大都の1::ツトを組むことが多く，外材よりも捻れにくく強いスギ

が散i盛と考えているからである。

そのほかに使われる樹績として，米マツ，米

ツガ，ラワン，北洋エゾマツ， ~ヒ洋トドマツな

どがあるO しかし，ディスプレイ用材のこ伝説L

は欧州アカマツであり，そのつぎがスギであ

ると考えてよい。これは，これらの樹栂がディ

スプレイ用小刻材に求される材質上の条件

をもっともよく rr~ìたしているからである。

5 )仕上げ力llT，発注詩i{立および納期

ディスプレイ用材には，紙ゃクロスをl!占る

際の糊付きをよくするために，プレ…ナー力11

工が必須である。また，ディスプレイの木

材発注単位は工務);¥:;と比較してはるかに少な

い。工期が娘られており，いかなる淑出によっ

ても工事の迎娃は認められないため，ある寸

法の水材が緊急に必:裂になることもある O 木

材は発注後日IJ日の納入が要求され，長くても

2 1:1後には納めなければならない。少最長Il納

てしまい，釘が惚まってさえいれば強度的には問

題がないとされている O しかしディスプレイ用材

は，小割とはいえそれ自体が構造材で、ある。!日!が

りや反りがあればパネルが変形してしまい，館が

大きければ釘が打ちにくい。そこで，建築用の一

等材よりもやや{愛れた材質の木材が使用されるの

で、ある。

4)樹犠

ディスプレイ月j小部材には，節が小さく割れに

くく釘が打ちやすいこと，柔らかくて加工しやす

くしかも釘持ちがよいこと， 1反りにくく戦いこと，

などが要求される。これらの条{牛を満たすi脳血な

樹識として，かつてはスギが!よく使用されていた。

しかし20{!:，ほど前から，スギとほぼ同等の賀会inll

えながらfilli格がより安いIKHHアカマツ(北洋材)
が使われだし， JJi右:で、はこれが主流になっている。
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決 6

15X15X4000 

27X27X4000 

小Wtl 35 x35 X4000 I必;ナHアカマツ 一等:
54X54 X4000 

21 X54 X4000 

27X90X4000 

13X~3X4000 

13 X90 X4000 

13 X 105 x4000 

似 13X 120X4000 r則。ト!アカマツ 一等

13X150X4000 

105 X 105 X 2700 

Jtt*'I-; Il討さljX.り椀1Eより作成。

衣 7

20X33XtJOOO 307 116，162 

27X27X4000 260 89，463 

27X39X4000 580 137，702 

33X33X1000 511 117，335 

欧州アカマツ 12X60X4000 tJ40 152，777 

12X90X4000 640 148，148 

13X90X4.000 410 87，606 

13 X 105 X4000 460 84 

24X30X4000 2臼5 102，431 

21 X30X4000 350 138，888 

ス ベr 15 x:35 X4000 tJ50 214，285 

15X45X4000 300 111.111 

14 X 150 XtJOOO 

米ツ ブf
90X90X4000 2，300 70.987 

105XI05X4000 

資料，開き取りil/I.li長より作成。
u:lすべて一等、プレーナー加工材の制li燃である。
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材の寸法・樹穂別の保li絡(ディスプレイ業の購入{価格)を掲げている。これによると欧州アカマ

ツで9~1575円/m'，スギが1O~207Jf工j/ m'，米ツガが 7~8 万円/ばである。聞き取りによれ

ば，ディスプレイj有材のプレーナー加工費用約 1~ 275内/討を考識に入れても，欧州アカマツ

やスキ、はそれぞれほほ悶寸法の建築用材より 2割程度からそれ以上高い水準にある。ただし米ツ

ガは建築用材と閉じものが流用されるので，儲俗援は少ない。しかもディスプレイ用材の価格は，

相場により上下するものではなく，いったん設定されると数年間は据え置きされる O もちろんそ

の開に成本1・1{!iや人件fその他よがりは起こりうるが，ある税j立の物制Ii上昇は吸収しうるような余捕
のある価格があらかじめ設定されている。

ディスプレイ用材の需要には，一般建築用材より優れた材質，特殊な寸法体系，少最即車I'Jとい

う生産・流通貨用を押し上げる要閣があることは目指かである。しかし，それらを考臨しでもなお

余裕のある制li格設定ができる理由は，ディスプレイ業が建築業と比較してかなり利議事が高いた

めと:jf(jJlIJできるがe これそ議付ける資料は入手Lできなかった。

4 ディスプレイ用材の産と流通

1 )ディスプレイ業の木材仕入れ先

表3ですでに示したように，調査対・象ディスプレイ業5社のうち，京都市に所在する 3社はい

ずれも京都市の小売製材業から木材そ仕入れており，大阪市に所在する 2社のうち Dd社は大阪

の材木小売業のみ， De社は京都市の小売製材業と大阪の材木小売業から仕入れている。これら

の事実と木材業への聞き取りを総合すると，京都では小売製材業が，大阪では材木小売業が，そ

れぞれディスプレイ業のおもな水材仕入れ先であると考えられる o

京都市内においてディスプレイ用材を取り扱っていることを線認できた小売製材業4社に対し

開き取り調査を行い，その概要を表8に掲げた。京都市内の製材業は，建築業などi詮終諮要者に

i度接販究する業態(小売製材)がい一般的であり，しかも自ら製材した製品だけでなく， I羽E設など

からお:入れた製品と併せて住宅一棟分の材料を揃えて販売する。 自ら生産する製品l立法作材や特

表 8 小う官製;j;;J主主(京都市)の概姿

:iE梁 王手!日rJ3tJ二げ }波紋品殴

金請n (うち仕入品目)

Sa 51なi勺
ディスプレイ用材 ilifli;j;;J 

10<)古
京都大I~

(建築j刊十'11j. j設;f~ 慾材) 10数十t

ディスプレイj羽材 *J:品
Sb 2.511.，1ドj 小f!f;c1グハウス 20% 玉工者1¥ 20t:l: 

(ill築j別4 建材)

米マツディスプレイm材
Sc 3.61なPI

慾築用梁・桁・ j立作材
(柱下地材慾材欧州、iアカマツ 10% 京都 7t:l: 

ディスプレイ用材)

ディスプレイj削寸徽包}羽H・
Sd 。目881.なPI 80% 玉砕5 11'j: 

{慾喜楽mi;;J' 建材)
資料;litlき取り総資より作成
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殊な寸法の梁・桁にほぼ限られ，柱なとεの建築用1J[i各I日j'ま，大型製材産地の製品を仕入れる業態
が…般的である O 表8に掲げた小売製材業4td:もほぼこうした業態であるが，ディスプレイ用材・

だけは， S Cf士を除いて100%自社で製材している。 ScHは米マツのディスプレイ用材のみを副
社で挽き，欧州アカマツ製1171は1111践を;通して路;rlJの北洋材専門製材業の製品を仕入れている。 販
売先は京都市内がほとんどであるが， SaHに限っては大阪への販売もある O

各社は戦前からディスプレイ用材を取り扱ってきた企業であり，ディスプレイ業のルーツであ

る老舗の百貨~J万ゃ歌舞伎関係の )~IJJ1Jjなどと取引関係があった。あるディスプレイ設から J[i主人が5~1

ると，修業した鴎と|吋じ寸法の木材を使うためやはり|司じ染者に水材を発注することになる。

こうした取引関係が継続してきたため，特定の小売製材業のみがディスプレイ用材を扱い，それ

ぞれ決まったディスプレイ業と間定的な取引き関係を結んでいる。

大阪でディスプレイ用材を扱う材木小売業 3 討:の概袈を表 9 に.j~lげた。各社は企業規模こそ小

さいが，少澄HIJ納というディスプレイ用材の需嬰に対応するためには，余り規模を大きくしない

表 9 材・ */J、光栄(火[~えTjîl の概~

食実~ 1j'-lIIl光-1:. ディスプレイ月11~'

金額割合 樹秘 製材niU色 仕入れ先 !仮光地域

:JZ 

;1とiネコ二ゾ・ ~Jf.鶴

大波

Ka 

五f剖i

スギ

75% 
Il11J3'{ 

大阪号、、‘・.........

ヒノキ (大阪 3干上)
Kb o.8fiJ:Pl 

的:1'1'1アカマツ
少ツ

他国 IIrJl~~ 

Kc 1.5f.iJYl 14% ヒノキ ---.J I[惚i 大阪
ツ力会

資料;開きl絞り鋭校より作成

ほうがよいと考えている。木材仕入れ先は大i授の製品市光市場内の問j殴が主流で，製品の産地は
欧ナHアカマツなら北陸地ブ']，スギなら徳島，米マツならJ:jll主l'間関地方が多い。いずれも特定の
樹殺の原水が集fi1iする留日本の代表的な製材臨地の製品が主流であることがわかる O ただしKb
社だけは，京都の小売製材業からも若干のスギ製!?込を仕入れている O また，各社は 1~. 3カ月分

の在踏を保有して天然、乾燥させておき，プレーナー加工を施す。その過殺で折れたものや反った

ものそ除くなど，選別jゃ仕上げの過程をも知っている。

Kb社は戦前からディスプレイ用材を扱ってきた企業で則容にも老舗が多いが， 1むの2社がディ
スプレイ用材を取り扱い始めたのはここ20年ほどと比較的i設近であるd大i波では'70年の大阪万
博をきっかけにディスプレイ業が台頭し，このi時期にディスプレイ用材を扱い始める小売業が現

れた。しかし，ディスプレイ用材を扱う小売業は大阪でもごく|浪られており，仕入れ先の間麗も

また|可様である。小売業は樹・検・材秘別に閉経を選んで発注するが，間援はこれをほぼ決まった
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製材業に発注する。つまり，製材業，間態，小売業というディスプレイ用材の生産・流通に関わ

る染者そのものが少数で眠られていることになる O

2 )ディスプレイ用材の流通

京都・大阪におけるディスプレイ用材流通は， [調 2のように去すことができる。京都では，小

売製材業の製品が抱擁ディスプレイ業に!抵J克される流通形態が主流であるが，…告111消牒を通して

専門製材業の製品が流入している。大阪

においては，四日本の有力製材1議j也の製

車都 開l綴 IJ'%製材栄町一一四吋 ヂィスプレイ!Ii

火桜 / 1日J !設 町四回吋 材水'1、先輩 一一町→ ヂィスプレイ紫

1/ 
車1"1援材業
(!鹿島on北械{欧州rhマりなど〉

i頚 2 ディスプレイ用材のiJICjili
資料;開きl]¥!.~捌燦より作成
a)総の太さは流通銀・の多少を示す。

杉謙:の製品が[Ul廃，小売殺を経てディス

フ。レイ業に販売される形態が主流である O

ただし，京都の小売製材業の製品がディ

スプレイ梁に斑抜，あるいは小売業を過

して若干流入している O いずれにしても

流通に携わる染者はごく少数で限られて

おり，これは，ディスプレイ用材が建築JH
~~とは別秘iの術品として流通しているこ

とを示している。

建築用材・の領域では，小売製材・業l土地

作材や梁・桁など特殊な製品の注文に対

してその都JJt15~いて供給する役割を担っ

ている。このことから考えて，寸法体系や材-殺が特殊で少趨;即納が必裂なディスプレイ用材の

「特注品j的な需要の特質が，小売製材業のディスプレイ!日材生態を支えてきたと見ることはで

きる O 建築汗jに出掛っていない製品でも，すぐさま挽いて納めることができるからである。しか

し，大阪では流通業合介して逮I(緑地の製材業の製I日iが流通している事実から，必ずしも小売製材

なくてもディスブレイ用材の供給が可能であることがわかる。また小売業が寂l浴を保有して

いる事実は，ディスプレイ m~tが本当の意味で f特注品J とはいえないことを治している。つぎ

に，ラコィスプレイ用材の生産についてみることで，さらにこの点に検討を加える O

3 )ディスプレイ用材の生産

京都の小売製材業の事例より，ディスプレイ用材生産について述べる。荻10には，表 8に掲げ

た各小売製材業のディスプレイj羽材生産の内符を示している。

まずSa:t.上と Sb社の司7・1タuで¥欣州アカマツの小刻材の場合を述べる。使用される原水は fl['i笠
木j と H手ばれる筏級20-~GOcmの設以上のランクのもので，似j絡は製材着で約 3 万円/ばである。

このランクの原水なら，節が少ないのでかなり芯の部分まで小刻にすることができる O 歩-f寄まり
は80%税皮である。製材にはギャングリッパ(多刃式自動縦挽丸鋭盤)を用い，一}支に10本程度

同じ寸.Y;!ミの/j、制をt免くことができる。
スギ、の場合もやはり， III[ヨ以上の原木が必要である。しかし，芯材はおi1が多いため，J立材から

採ったものしかディスプレイ用には鈍えない。建築用下地材ならば芯材から掠った小割1~ でも構

わないが，主製品はあくまでもディスプレイ用材である。そこで，ディスプレイ用小幣材を採っ

たときの歩惚まりができるだけ高く s なおかつ製品側格(l0~-20万円/rri')に見合う成木を選択

する必要がある o Sa:fIでは"松|阪の紫材 m坊で 4~5 万円/rri'程度のIj l 羽材を購入している

(歩惚まり60%)。なお，スぞの場合は，製材の|怒に節を避ける注意が必袈で、ある

Sc干上の事f9Uで米マツの場合について述べると，ロングビューと呼ばれる襟準的なランクの涼

水のうち，とくに践の高IUかい部分をディスプレイmにあて，二植のr市鋸を用いて製材する。
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表 10 小光製1;;J業(京都市)のディスプレイ剤材~J:.í!Ii

jÊ~絵 fド1m ディスプレイ fM滋 等級 f官級 日〔水制約 木 か11:仁1日'dヨ
製j;jiU!:1IJll

({もf1J) 上ヒネ (%) (cm) orrg/ ni') 仕入れ先 と割合

[IjJI、ドアカマ y 湯水 20-60 2.8 IIIH袷 ($1{:11ω ノト'lilJ8f反2

Sa 、戸J 10 ス ヰご .;j[;. 18~24 4~5 市場(松阪) 'J、刻紋
ょt=.γ ング
リッパ

e' ノ キ 18~24 8 市場(松阪) 公子

欧州アカγッ i'ill水 30iiij後 3 1111絞り江総) 小¥I!tlsi反2 :¥':ヤング
Sb 2.5 20 

!iE 土'i'1' リッパス 4" '1' fl 2~3 

ロング 手i'lliH'
Sc 3.6 10 米 ーザ 、y 30-60 2.9 11JJ)ぅt0;(者15) ノj、おl T令市なし

ビュー '沿線君主

向車)jI器WIL1;J'.
ノj、羽IJ3 自動oーラー

Sd 0.88 80 ス ギ 10-28 2-凶3 市場 0;(者約 桜4 jliりテブル
4主3 1~ ・テーブル

式tif銀総

各社は， 7}.とまっては:文のある寸法についてはあらかじめ見込み生経をしておき，大自むのあるも

のや節の多いものは建築用下地材に国すなどして除き，あるおu交天然乾燥をさせて議殺をl降くし
てから反りのないものだけを選別して出荷する。

なお，板野iについては多少部が多くてもかまわないので， Sb社では京都の素材ïlT}訪で 2~3

万円/m3程度の並材-を原水として使用している Sd干上 ~i製*才品目に éiめる絞の割合が他社より

も高いため，このランクの原木のみからすべての品目を生産することができる。

以上述べたように，ディスプレイ用小割材の路木には説tI、よの材質の邸木が必嬰であり，とく

にスギ、のj持合，自iJを避けるためにill材ーから採らなければならない。また， ili7折れしないものだけ

を選別することも必要である。~.践の局TlIiにおいてなサ文建築JtJ材とは全く別のR百品として意識

されていることがわかる。また，ある桂皮乾燥させーる必嬰があるので注文の皮に製材しているの

では間に合わない。そこで，通常名小売製材集:は 2カ月分の製品収!本を保有している。

京都tj、外のj玄j泌 j也の製材産地マもディスプレイJlJ1~・を j)~ く製材工Þ%ljはごく版られているが，ディ

スプレイ専門の法政工場が存在するわけではない。開き取りによれば，普段は…般建築刑材全焼

いており，比較的関暇な時期にディスプレイ JFJi~ を挽いておくという対応をする。製材には j尚昆4

':!:j現じてディスプレイ肝Hの発訟であることが伝えられるため，製材業l止材・質や寸法精度にffi

してふさわしい製i誌を納める O しかしこの段階ではプレーナ…加工は施されておらγ，lIIf i!sの

ように小売業の段階で、行われる。

5 総括

ディスプレイ用材は材質・寸法体系のうえで…般建築別材と異なっており，少量RIl納が要求さ
れるという， r特設品Jli0性格を持つ。 41j:jllgとは，自3築舟材においては規格外の造作材や主主:・
桁など，製材業が注文に1:6じてその者1¥皮挽いて納める部材に相当する。ディスプレイJlJ材の生産・

流通の担い手として， ?ili ~'(:Il!! ~こ近い:京都の小究製材業が，少f設cl:!1l納に越しているのは事実ではあ
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る。しかし大阪の事併を見ればJY1らかなように，・遠隔地の製材斑地からでもディスプレイ用材・は

供給されうる。これはつぎのように説明できる。すなわち，ディスプレイ用材は「特1主n'T1J的性
格を持つものの，よく使われる寸法は20-30種類に決まっており，求められる材質・稲Ij格は

である O 特定の製材業-へ毎月…定畿の発注が確実に行われれば，製材・5監は I~~J胞な 1~\;Wj に挽いてお

くなどの対応ができ，事実上見込み生設がJjríì~になる。したがって，流通の各段階において適切

に夜尿や選別が行われ，少抵即納のディスプレイmiオ長にも対応できるのでdうる。
消費地近くで生産される場合と迷問地の製材産地で生j獲される場合とで，・流通コストに

蕊があるとも考えられるが，この点については鱗査が不十分であり，今後の課題とすべきである。

しかし，これらに設があったとしても，デ、イスヅレイ用材にはある校伎の物館上昇分を吸収しう

るような余裕のある強lj絡設定がなされてきたため，現状では両者の簡のfllIi格競争・が表i沼化せず，

市場において共符できていると考えられる。
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Resume 

In this study， "display lumber" means lumber used for temporary structure such as display 

or stage setting. 

Display lumber needs special size， higher quality than first-grade lumber for housing，and 

prompt delivery system of smalllots to users. Therefore as for Kyoto City， it is produced and 

supplied users by small and flexible sawmills in the city. 

On the other hand as for Osaka City， it is supplied users by wholesalers and retailers of 

lumber in the city who bought it from big、sawmillslocated in remote area such as Hokuriku 

and Shikoku. They can supply the display lumber to the users promptly according to the small 

order， because they have stock and sorting、functionof display lumber unlike the big sawmills. 

Because of the property of the display lumber in the process of producing and delivery，its 

price is higher than that of housing lumber by over twenty perc日nt.




